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「
中
臣
寿
詞
」
の
「
天
つ
水
」
再
考

　
　
―
「
水
の
祭
儀
」
論
の
再
検
討
―

笹
生
　
衛

　
　
　

一
、
は
じ
め
に

　

九
世
紀
後
半
の
『
儀
式
』
に
よ
る
と
、
践
祚
大
嘗
祭
（
以
後
、
大
嘗
祭
）

の
「
辰
の
日
の
節
会
」
で
「
天
神
寿
詞
」
を
奏
上
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る（
（
（

。「
天
神
寿
詞
」
は
、
中
臣
氏
が
読
む
の
で
「
中
臣
寿
詞
」
と
も
称
さ

れ
る
。
最
古
の
記
録
は
、『
日
本
書
紀
』
持
統
天
皇
四
年
（
六
九
〇
）
正

月
戊
寅
朔
条
の
天
皇
即
位
式
と
同
五
年
十
一
月
戊
辰
条
の
大
嘗
祭
に
お
い

て
、
中
臣
大
嶋
が
読
ん
だ
例
に
遡
る（

（
（

。
七
世
紀
末
期
、
天
神
寿
詞
は
、
即

位
式
と
大
嘗
祭
で
中
臣
氏
に
よ
り
奏
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
内
、
即
位
式
の

天
神
寿
詞
は
、『
神
祇
令
』
第
十
三
条
「
凡
そ
践
祚
の
日
に
は
、
中
臣
、

天
神
寿
詞
を
奏
せ
よ
。
忌
部
、
神
璽
の
鏡
剣
を
上
れ（

（
（

」
の
規
定
に
対
応
し
、

天
皇
の
即
位
に
伴
う
儀
礼
・
祭
祀
の
中
で
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
後
、
即
位
式
の
天
神
寿
詞
は
奏
上
さ
れ
な
く
な
り
、
現

在
に
残
る
中
臣
（
天
神
）
寿
詞
は
大
嘗
祭
に
伴
う
も
の
の
み
で
あ
る
。

　
「
中
臣
寿
詞
」
の
性
格
と
歴
史
的
な
背
景
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に

様
々
な
研
究
が
行
な
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
中
で
特
に
重
要
な
論
点
は
、「
中

臣
寿
詞
」
が
語
る
「
天
つ
水
」
の
性
格
を
如
何
に
考
え
る
か
で
あ
る
。
こ

れ
は
大
嘗
祭
の
性
格
と
直
接
か
か
わ
る
と
同
時
に
、
古
代
祭
祀
の
理
解
に

も
大
き
な
影
響
を
与
え
、
王
権
と
深
く
関
係
す
る
「
水
の
祭
儀
」
と
い
う
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解
釈
を
生
ん
で
い
く
こ
と
と
な
る
。

　

一
方
、平
成
の
三
十
年
間
で
大
嘗
祭
に
関
す
る
研
究
は
大
き
く
進
展
し
、

平
安
時
代
に
お
け
る
大
嘗
祭
の
構
成
、祭
式
の
詳
細
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
平
城
宮
朝
堂
院
跡
で
発
見
さ
れ
た
大
嘗
宮
遺
構
の
研
究
も
深
化

し
、
奈
良
時
代
、
八
世
紀
の
大
嘗
宮
の
実
態
解
明
が
進
ん
だ
。
こ
の
結
果
、

こ
れ
ま
で
の
「
中
臣
寿
詞
」
と
「
天
つ
水
」
の
研
究
が
前
提
と
し
て
き
た

大
嘗
祭
の
理
解
に
は
、
根
本
的
な
修
正
を
加
え
る
必
要
が
生
じ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
中
臣
寿
詞
」
研
究
と
「
天
つ
水
」

解
釈
の
推
移
を
整
理
し
た
う
え
で
、
近
年
の
大
嘗
祭
研
究
の
成
果
を
踏
ま

え
「
中
臣
寿
詞
」
の
「
天
つ
水
」
の
性
格
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
ま
た
、

「
天
つ
水
」
解
釈
を
も
と
に
導
き
出
さ
れ
、
古
代
史
・
考
古
学
研
究
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
「
水
の
祭
儀
（
祭
祀
）」
論
の
解
釈
に
つ
い
て

も
再
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。

　
　
　

二
、「
天
つ
水
」
と
「
水
の
祭
儀
」

「
中
臣
寿
詞
」
研
究
の
系
譜　
「
中
臣
寿
詞
」
の
研
究
は
、
本
居
宣
長
が
『
台

記
』
別
記
の
「
中
臣
寿
詞
」〔
康
治
元
年
（
一
一
四
一
）、
近
衛
天
皇
の
大

嘗
祭
で
奏
上
〕
を
『
玉
勝
間
』
で
紹
介
し
た
こ
と
に
始
ま
り
、
平
田
篤
胤

な
ど
を
経
て
現
在
の
研
究
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の

が
、
即
位
式
と
大
嘗
祭
で
中
臣
が
奏
上
す
る
「
天
神
寿
詞
」
の
関
係
と
「
天

つ
水
」
の
性
格
で
あ
る
。「
中
臣
寿
詞
」
の
「
天
つ
水
」
伝
承
に
つ
い
て
は
、

本
居
宣
長
が
「
天
つ
水
」
伝
承
の
「
天
忍
雲
神
」
と
「
伊
勢
の
外
宮
の
書

ど
も
」
の
「
天
村
雲
命
」
と
の
類
似
性
を
指
摘
し
た（

（
（

。
続
い
て
平
田
篤
胤

は
、『
古
史
成
文
』
註
釈
「
古
史
伝
」
二
十
八
之
巻
で
、「
天
つ
水
」
伝
承

と
外
宮
の
「
御
井
社
」
起
源
説
話
（『
神
宮
雑
例
集
』
所
引
『
大
同
本
記
』

逸
文
）
の
関
係
に
つ
い
て
言
及
し
、
元
は
一
つ
の
説
話
で
あ
っ
た
が
二
つ

に
分
離
し
た
と
の
解
釈
を
示
し
た（

（
（

。こ
の
解
釈
の
枠
組
み
は
、二
〇
世
紀
、

戦
後
の
研
究
ま
で
受
け
継
が
れ
た
。

　

戦
後
の
研
究
で
は
、
ま
ず
、
西
田
長
男
が
、
鳥
羽
天
皇
の
大
嘗
祭
〔
天

仁
元
年
（
一
一
〇
八
）〕
で
奏
上
さ
れ
た
「
中
臣
寿
詞
」
を
紹
介
し
、『
台

記
』
別
記
の
も
の
を
三
十
四
年
遡
る
新
史
料
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
た
。

ま
た
、
全
文
を
翻
刻
し
、
内
容
は
康
治
元
年
の
「
中
臣
寿
詞
」
に
ほ
ぼ
対

応
す
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る（

（
（

。

　

西
田
の
研
究
の
後
、「
中
臣
寿
詞
」
の
成
立
と
性
格
に
言
及
し
た
論
文

が
続
け
て
発
表
さ
れ
た
。
岡
田
精
司
は
、「
中
臣
寿
詞
」
を
、「
天
つ
水
」

の
由
来
譚
の
前
半
部
と
大
嘗
祭
に
係
る
後
半
部
に
分
け
、「
奈
良
時
代
や

そ
れ
よ
り
古
い
時
代
に
、
即
位
式
の
儀
礼
で
唱
え
ら
れ
た
詞
章
の
核
心
」

は
前
半
部
分
「
天
孫
の
用
い
る
天
つ
水
の
由
来
」
で
あ
り
、「
後
半
部
は

奏
上
の
場
が
大
嘗
祭
だ
け
に
変
わ
っ
て
か
ら
の
付
加
」
と
解
釈
し
た
。
そ
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れ
を
受
け
て
、
王
権
と
「
天
つ
水
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
『
神
宮
雑
例
集
』

の
「
忍
穂
井
」
由
来
譚
〔「
御
井
社
」
起
源
説
話
〕
や
『
古
風
土
記
』
の

井
泉
伝
承
と
比
較
し
、「
聖
な
る
水
」が
湧
出
す
る
井
泉
で
の「
水
の
祭
儀
」

を
想
定
し
た
。
そ
し
て
、〔
大
王
の
資
格
の
一
つ
と
し
て
「
水
の
司
祭
者
」

「
水
の
支
配
者
」
と
い
う
性
格
を
も
つ
こ
と
が
重
視
さ
れ
た
〕
と
し
、〔
地

方
的
祭
祀
権
を
掌
握
す
る
首
長
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
ご
と
に
井
泉
の
ほ
と

り
で
行
な
っ
て
い
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
水
の
呪
儀
」
が
あ
り
、
大
王
の
行

な
う
井
水
の
儀
礼
は
そ
の
頂
点
に
立
つ
も
の
と
い
う
こ
と
で
、
特
別
な
意

味
を
持
っ
て
い
た
〕
と
評
価
し
た（

（
（

。

　

続
い
て
、
土
橋
寛
は
「
中
臣
寿
詞
」
と
『
神
宮
雑
例
集
』
の
「
御
井
社
」

起
源
説
話
と
を
比
較
し
、
中
臣
寿
詞
の
「
天
つ
水
」
神
話
は
、
七
世
紀
後

半
の
律
令
国
家
成
立
期
、
持
統
天
皇
の
時
代
に
「
外
宮
の
御
井
社
の
起
源

神
話
を
改
造
」
し
て
成
立
し
た
と
す
る
。
そ
の
上
で
「
新
嘗
会
・
大
嘗
会
」

を
「
支
配
を
受
け
る
地
方
族
長
に
た
い
す
る
天
皇
の
就
任
儀
礼
」
と
位
置

づ
け
、「
中
臣
寿
詞
（
天
神
之
寿
詞
）」
の
即
位
式
で
の
奏
上
は
、
持
統
天

皇
の
時
の
み
で
あ
っ
た
が
、
大
嘗
祭
で
の
奏
上
は
十
二
世
紀
の
平
安
時
代

時
代
末
期
ま
で
継
続
し
た
と
考
え
た（

（
（

。

　

こ
の
後
、
こ
れ
ら
の
説
に
は
文
献
研
究
の
立
場
か
ら
再
検
討
と
批
判
が

加
え
ら
れ
た
。
ま
ず
、
粕
谷
興
紀
氏
は
『
神
宮
雑
例
集
』「
御
井
社
」
起

源
説
話
と
、『
大
神
宮
諸
雜
事
記
』
永
承
五
年
（
一
〇
五
〇
）
七
月
一
日

条
が
引
用
す
る
同
じ
起
源
説
話
と
を
比
較
し
て
、『
神
宮
雑
例
集
』
の
も

の
は
平
安
時
代
末
期
頃
に
潤
色
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。
し
た
が
っ
て
、『
神
宮
雑
例
集
』
の
御
井
起
源
説
話
を
改
造
し
て
「
中

臣
寿
詞
」
の
「
天
つ
水
」
神
話
が
成
立
し
た
と
の
土
橋
説
は
成
立
し
得
な

い
こ
と
と
な
る（

（
（

。

　

ま
た
、
金
子
善
光
氏
は
、『
記
紀
』
に
『
古
風
土
記
』『
万
葉
集
』
加
え
、

水
と
井
泉
の
信
仰
・
祭
祀
に
関
す
る
記
事
を
網
羅
的
に
取
り
上
げ
、
そ
の

内
容
を
細
か
く
検
討
し
、「
中
臣
寿
詞
の
〈
天
つ
水
〉
も
〈
御
饌
つ
水
〉

以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
の
で
あ
る
」
と
結
論
付
け
た
。「
中
臣
寿
詞
」

の
「
天
つ
水
」
は
、
岡
田
精
司
が
考
え
た
よ
う
な
「
水
の
祭
儀
」
の
対
象

と
な
る
「
聖
な
る
水
」
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
神
に
供
え
る
神
饌
の
水

「
御
饌
つ
水
」
で
あ
る
と
指
摘
し
た（
（1
（

。

「
水
の
祭
儀
」
論
の
波
及　

こ
の
よ
う
に
、「
中
臣
寿
詞
」
研
究
の
岡
田
精

司
説
・
土
橋
説
に
は
批
判
・
再
検
討
が
加
え
ら
れ
る
一
方
で
、
岡
田
精
司

が
示
し
た
「
水
の
祭
儀
」
論
は
、
考
古
学
研
究
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
遺
構
・

遺
物
の
解
釈
に
援
用
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

そ
の
嚆
矢
と
な
っ
た
の
が
、辰
巳
和
弘
氏
の
研
究
で
あ
る
。辰
巳
氏
は
、

群
馬
県
の
三
ツ
寺
Ⅰ
遺
跡
（
第
一
図
）
で
、
堀
と
柵
列
・
塀
で
区
画
さ
れ

た
大
形
の
掘
立
柱
建
物
を
正
殿
、石
製
模
造
品
が
出
土
し
た
石
敷
遺
構
を
、

揚
水
・
導
水
機
能
を
伴
う
祭
祀
の
場
と
し
、
覆
屋
を
も
つ
井
戸
、
堀
か
ら
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出
土
し
た
木
製
刀
形
を
加
え
、
そ
こ
で
行
な
わ
れ
た
祭
祀
に
つ
い
て
、「
水

が
直
接
の
祭
祀
対
象
と
さ
れ
た
り
、
祭
祀
儀
礼
の
う
え
で
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
」
い
た
り
し
、
豪
族
居
館
の
三
ツ
寺
Ⅰ
遺
跡
で
は
「〝
水
の
祭
儀
〟

が
地
方
首
長
の
執
行
す
る
重
要
な
儀
礼
で
あ
っ
た
」
と
推
定
し
た
。
そ
の

上
で
、「
井
戸
や
泉
と
そ
こ
に
湧
き
出
る
（
中
略
）
水
を
地
霊
と
し
て
神

聖
視
し
、
井
泉
や
そ
の
水
を
聖
な
る
も
の
と
し
て
祭
祀
対
象
と
し
」、「
大

王
に
そ
の
井
水
を
供
献
す
る
服
属
儀
礼
が
ひ
ろ
く
行
な
わ
れ
た
」
と
結
論

づ
け
た（
（1
（

。
井
泉
の
水
を
「
聖
な
る
も
の
」
と
し
「
水
の
祭
儀
」
の
名
称
を

使
う
こ
と
か
ら
、岡
田
精
司
説
が
、そ
の
基
礎
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、

揚
水
・
導
水
機
能
を
持
つ
石
敷
遺
構
を
完
結
し
た
祭
祀
の
場
と
理
解
し
、

井
泉
や
湧
出
す
る
水
を
「
聖
な
る
水
」
と
し
て
祭
祀
対
象
と
考
え
た
。
そ

し
て
、
そ
れ
を
地
方
首
長
が
供
献
す
る
こ
と
で
大
王
の
支
配
に
組
み
込
ま

れ
た
と
推
定
し
た
。
こ
こ
で
、「
水
の
祭
儀
」
と
地
方
首
長
・
大
王
の
支

配
と
の
関
係
を
具
体
的
に
説
く
解
釈
が
成
立
す
る
。

　

辰
巳
氏
の
解
釈
は
、
そ
の
後
、
奈
良
県
の
南
郷
大
東
遺
跡
の
区
画
・
遮

蔽
さ
れ
た
導
水
施
設
と
導
水
形
・
囲
形
埴
輪
の
理
解
に
援
用
さ
れ
た
。
今

尾
文
昭
氏
は
、
導
水
施
設
を
「
カ
ミ
」
ま
つ
り
の
場
と
し
、
そ
こ
に
お
け

る
「
カ
ミ
ま
つ
り
」
と
「
地
域
の
王
」
の
治
水
事
業
と
を
結
び
つ
け
た
。

辰
巳
説
と
同
様
に
、
区
画
・
遮
蔽
さ
れ
た
導
水
遺
構
を
、
完
結
し
た
祭
祀

の
場
と
と
ら
え
、〔「
特
別
の
水
」
を
媒
介
に
カ
ミ
は
よ
り
く
る
〕
と
、
折

湧水 1
堰 1

北　濠

西　濠

導水施設

第 1張出第 2張出第 4張出

第 5張出

南　濠

井戸

石敷遺構
第 6張出

掘立柱建物

0 100m

第 8張出

東　濠堰 2

推第 7張出

湧水 1
堰 1

北　濠

西　濠

導水施設

第 1張出第 2張出第 4張出

第 5張出

南　濠

井戸

石敷遺構
第 6張出

掘立柱建物

第 8張出

東　濠堰 2

推第 7張出

第１図　三ツ寺Ⅰ遺跡全体推定図（註13文献の図面に加筆作成）
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口
信
夫
の
「
依
代
」
を
敷
衍
さ
せ
た
神
観
を
推
定
し
、
こ
こ
で
の
祭
祀
「
カ

ミ
よ
る
水
の
ま
つ
り
」
と
「
地
域
王
の
治
水
事
業
」
と
を
関
連
づ
け
た
。

そ
し
て
、
五
世
紀
代
の
古
墳
に
置
か
れ
た
「
導
水
施
設
形
埴
輪
」
は
、
そ

の
祭
祀
の
場
を
具
体
的
に
表
現
し
た
も
の
と
考
え
、
囲
形
埴
輪
と
の
対
応

関
係
を
指
摘
し
て
い
る（
（1
（

。
こ
の
時
点
で
「
水
の
祭
儀
」
論
に
は
地
方
首
長

の
治
水
事
業
と
の
関
係
が
付
加
さ
れ
、
導
水
形
（
囲
形
）
埴
輪
や
形
象
埴

輪
群
の
理
解
に
ま
で
拡
大
し
て
援
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

続
い
て
若
狭
徹
氏
は
、
辰
巳
説
・
今
尾
説
を
基
礎
と
し
て
「
水
の
祭
祀
」

を
三
ツ
寺
Ⅰ
遺
跡
に
当
て
は
め
、
地
域
首
長
の
水
利
管
理
に
対
応
す
る
も

の
と
考
え
た
。「
井
泉
祭
祀
お
よ
び
導
水
祭
祀
や
、
そ
れ
ら
を
造
形
し
た

囲
形
埴
輪
の
存
在
か
ら
」
類
推
で
き
る
よ
う
に
「〔
水
の
管
理
・
祭
祀
と

関
わ
っ
た
〕
水
利
事
業
は
、（
中
略
）
列
島
内
各
地
の
有
力
首
長
の
政
治

領
域
で
押
し
進
め
ら
れ
た
」。
そ
し
て
、「
水
利
権
の
整
備
と
そ
れ
に
伴
う

祭
祀
が
王
権
祭
祀
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
か
つ
様
式
化
さ
れ
、
畿
内
を

中
心
に
一
定
の
範
囲
で
流
行
し
た
」と
す
る（
（1
（

。大
王
や
地
方
首
長
が
行
な
っ

た
、
水
を
対
象
と
す
る
「
水
の
祭
祀
」
を
、
水
利
権
の
整
備
や
古
墳
の
導

水
形
（
囲
形
）
埴
輪
と
相
互
に
関
連
さ
せ
、
五
世
紀
代
、
列
島
内
各
地
の

地
域
構
造
を
構
成
す
る
重
要
な
要
素
と
し
て
位
置
づ
け
た
の
で
あ
る
。

　

考
古
学
研
究
に
お
け
る
「
水
の
祭
儀
（
祭
祀
）」
論
は
、
辰
巳
説
、
今

尾
説
、
若
狭
説
と
段
階
的
に
発
展
し
、「
聖
な
る
水
」
を
祭
祀
対
象
に
す

る
と
こ
ろ
か
ら
、
導
水
施
設
の
遺
構
や
埴
輪
、
囲
形
埴
輪
の
性
格
と
祭
祀

の
意
味
、
さ
ら
に
は
地
域
首
長
の
治
水
事
業
と
の
対
応
関
係
に
ま
で
言
及

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
諸
説
は
、
既
に
整
理
し
た
よ
う
に
、
岡
田

精
司
が
示
し
た
「
中
臣
寿
詞
」
の
「
天
つ
水
」
の
解
釈
を
基
礎
と
し
て
い

る
。
し
か
し
、
岡
田
精
司
説
に
は
、
次
に
確
認
す
る
よ
う
に
現
在
の
研
究

か
ら
見
る
と
問
題
が
あ
る
。

　
　
　

三
、「
中
臣
寿
詞
」
と
大
嘗
祭
・
大
嘗
宮

「
中
臣
寿
詞
」
の
主
題　

岡
田
精
司
説
の
最
も
重
要
な
論
点
は
、「
水
の
祭

儀
」
の
基
礎
と
な
っ
た
「
中
臣
寿
詞
」
の
理
解
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
奈
良

時
代
や
そ
れ
よ
り
古
い
時
代
に
」
唱
え
ら
れ
て
い
た
詞
章
の
核
心
は
「
天

つ
水
」
の
由
来
譚
で
あ
り
、
後
半
の
大
嘗
祭
に
関
連
す
る
部
分
は
奏
上
が

大
嘗
祭
だ
け
に
な
っ
て
か
ら
の
付
加
と
す
る
。
こ
れ
が
、
王
権
と
聖
な
る

水
「
天
つ
水
」
と
の
関
係
に
つ
な
が
る
基
本
的
な
理
解
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
岡
田
精
司
説
を
検
証
す
る
た
め
、
改
め
て
『
台
記
』
別
記
の
「
中

臣
寿
詞
」
の
主
要
部
分
を
引
用
し
、
内
容
を
確
認
し
て
み
た
い
。

　
　

�
高
天
の
原
に
神
留
り
坐
す
皇
親
神
漏
岐
・
神
漏
美
の
命
を
持
ち
て
、

八
百
万
の
神
等
を
集
へ
賜
ひ
て
、
皇
孫
の
尊
は
高
天
の
原
に
事
始
め
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て
、
豊
葦
原
の
瑞
穂
の
国
を
安
国
と
平
ら
け
く
知
ろ
し
食
せ
と
事
依

さ
し
奉
り
て
、天
降
り
坐
し
し
後
に
、中
臣
の
遠
つ
祖
天
児
屋
根
命
、

皇
御
孫
の
尊
の
御
前
に
仕
へ
奉
り
て
、
天
忍
雲
根
命
を
天
の
二
上
に

上
せ
奉
り
て
、神
漏
岐
・
神
漏
美
の
命
の
前
に
受
け
給
は
り
申
し
て
、

皇
御
孫
の
尊
の
御
膳
つ
水
は
、
う
つ
し
国
の
水
部
、
天
つ
水
を
立
奉

ら
む
と
申
し
し
を
り
、
事
教
へ
給
ひ
し
に
依
り
て
、
天
忍
雲
根
神
、

天
の
浮
雲
に
乗
り
て
、
天
の
二
上
に
上
り
坐
し
て
、
神
漏
岐
・
神
漏

美
の
命
の
前
に
申
せ
ば
、
天
の
玉
櫛
を
事
依
さ
し
奉
り
て
、
此
の
玉

櫛
を
刺
し
立
て
て
、
夕
日
よ
り
朝
日
の
照
る
に
至
る
ま
で
、
天
つ
詔

戸
の
太
詔
刀
言
を
以
ち
て
告
れ
。
か
く
告
ら
ば
、
ま
ち
ば
弱
韮
に
ゆ

つ
五
百
篁
生
ひ
出
で
む
。
其
の
下
よ
り
天
の
八
井
出
で
む
。
此
を
持

ち
て
天
つ
水
と
聞
し
食
せ
と
事
依
さ
し
奉
り
き
。

　
　

�

か
く
依
さ
し
奉
り
し
任
任
に
、
聞
こ
し
食
す
ゆ
庭
の
瑞
穂
を
、
四
國

の
卜
部
等
、
太
兆
の
卜
事
を
持
ち
て
、
仕
へ
奉
る
悠
紀
に
近
江
の
國

の
野
洲
の
郡
、
主
基
に
丹
波
の
國
の
氷
上
の
郡
を
斎
ひ
定
め
て
、
物

部
の
人
等
、
酒
造
兒
・
酒
波
・
粉
走
・
灰
焼
・
薪
採
・
相
作
・
稲
の

實
の
公
等
、
大
嘗
会
の
斎
場
に
持
ち
斎
ま
は
り
參
來
て
、
今
年
の

十
一
月
の
中
つ
卯
の
日
に
、
ゆ
し
り
い
つ
し
り
持
ち
、
恐
み
恐
み
も

清
ま
は
り
に
仕
へ
奉
つ
り
、
月
の
内
に
日
時
を
撰
び
定
め
て
、
献
れ

る
悠
紀
・
主
基
の
黑
木
・
白
木
の
大
御
酒
を
、
大
倭
根
子
天
皇
が
天

つ
御
膳
の
長
御
膳
の
遠
御
膳
と
、
汁
に
も
実
に
も
、
赤
丹
の
穂
に
も

聞
し
め
し
て
、
豊
の
明
り
に
御
坐
し
て
、（
中
略
）
康
治
元
年
よ
り

始
め
て
、
天
地
日
月
と
共
に
照
ら
し
明
ら
し
御
坐
す
事
に
、
本
末
傾

か
ず
茂
し
槍
の
中
執
り
持
ち
て
仕
へ
奉
る
中
臣
の
祭
主
、（
中
略
）、

中
臣
朝
臣
清
親
、寿
詞
を
称
へ
辞
定
め
奉
ら
く
と
申
す（
（1
（

。（
以
下
略
）。

　

こ
こ
に
引
用
し
た
部
分
で
、「
か
く
依
さ
し
奉
り
し
任
任
に
」
以
降
が

後
段
と
な
る
。
前
段
で
は
、（
一
）
皇
祖
神
の
命
に
よ
り
「
御
膳
つ
水
」

は
「
天
つ
水
」
を
使
う
べ
き
こ
と
、（
二
）「
天
つ
水
」
は
、
天
の
玉
櫛
を

刺
し
立
て
、
太
詔
刀
を
奏
上
し
て
神
意
に
叶
っ
た
「
天
の
八
井
」
を
明
ら

か
に
し
、
そ
の
水
を
「
天
つ
水
」
と
す
べ
き
こ
と
の
二
点
が
語
ら
れ
る
。

こ
れ
を
受
け
て
後
段
で
は
、
や
は
り
卜
定
し
神
意
に
叶
っ
た
悠
紀
国
・
主

基
国
の
稲
を
使
い
、
酒
造
児
等
が
御
酒
・
御
膳
を
準
備
・
調
理
し
天
皇
が

召
し
上
が
る
こ
と
が
語
ら
れ
る
。

　

後
段
冒
頭
の
「
ゆ
庭
」
は
、
そ
の
後
の
「
大
嘗
会
の
斎
場
」
に
対
応
し
、

い
ず
れ
も
大
嘗
祭
の
祭
場
、
大
嘗
宮
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
結
局
、「
中

臣
寿
詞
」
は
、
前
段
・
後
段
を
通
じ
て
、
天
皇
が
大
嘗
祭
で
皇
祖
神
へ
供

え
召
し
上
が
る
「
御
膳
」
を
主
題
と
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
。
こ
の
御
膳

に
は
、
神
意
に
叶
っ
た
「
天
つ
水
」
が
必
要
と
さ
れ
、
大
嘗
祭
で
は
、
こ

う
し
て
用
意
さ
れ
た
御
膳
を
、
新
た
に
即
位
し
国
土
を
統
治
す
る
天
皇
が
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召
し
上
が
る
。
そ
れ
は
、
高
天
の
原
以
来
の
神
の
意
志
に
沿
う
こ
と
で
あ

る
と
宣
言
す
る
。
こ
こ
に
こ
そ
「
中
臣
寿
詞
」
全
体
の
主
題
は
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

大
嘗
宮
と
祭
式　

こ
の
「
中
臣
寿
詞
」
の
主
題
は
、
大
嘗
祭
の
構
成
、
祭

式
と
の
対
応
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。『
儀
式
』
の
規
定
で
は
、
大
嘗
祭
の

準
備
は
卜
定
さ
れ
た
悠
紀
国
・
主
基
国
の
国
郡
を
中
心
に
進
め
ら
れ
る
。

両
国
郡
か
ら
御
膳
・
御
酒
に
使
う
稲
が
出
さ
れ
、
大
嘗
宮
の
造
営
も
両
国

郡
が
行
な
う
。
ま
た
、
御
膳
・
御
酒
な
ど
で
大
嘗
祭
に
使
用
す
る
「
御
水
」

は
、
卜
定
し
て
北
野
斎
場
に
掘
ら
れ
る
「
御
井
」
の
水
を
使
用
し
、
御
井

の
東
に
「
童
女
（
造
酒
童
女
）
の
井
」
を
掘
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。「
御

井
」
は
、「
中
臣
寿
詞
」
の
中
で
天
の
玉
串
を
刺
し
立
て
て
明
ら
か
に
し

た
「
天
の
八
井
」
に
、「
御
水
」
は
「
天
つ
水
」
に
対
応
す
る（
（1
（

。
御
膳
・

御
酒
に
使
う
稲
、
大
嘗
宮
の
部
材
、
御
井
・
御
水
す
べ
て
が
卜
定
さ
れ
、

神
意
に
叶
っ
た
形
で
大
嘗
祭
は
準
備
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
応
し
て
、『
儀
式
』
が
記
す
大
嘗
宮
は
、
柴
垣
の
宮
垣
を
め

ぐ
ら
せ
、
周
囲
か
ら
区
画
・
遮
蔽
さ
れ
る
構
造
で
あ
る
。
神
意
に
叶
っ
た

祭
料
と
祭
祀
の
場
の
清
浄
性
を
厳
格
に
保
持
す
る
た
め
で
あ
る
。
宮
垣
の

内
側
は
東
西
に
悠
紀
院
と
主
基
院
と
に
区
画
し
、
さ
ら
に
各
院
を
南
北
に

区
画
す
る
。
南
側
に
は
祭
祀
の
場
と
な
る
正
殿
と
御
厠
が
建
ち
、
北
側
の

区
画
に
は
臼
屋
と
膳
屋
が
建
つ
（
第
二
図
）。『
儀
式
』
に
よ
る
と
、
大
嘗

第２図　『儀式』の大嘗宮見取り図（註1文献をもとに作成）
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祭
の
当
日
、
巳
の
刻
に
悠
紀
・
主
基
両
国
の
神
饌
（
御
膳
）
用
の
食
材
と

御
酒
が
、
北
野
斎
場
か
ら
臼
屋
と
膳
屋
へ
運
び
込
ま
れ
、
御
膳
は
最
終
的

に
調
理
・
準
備
さ
れ
、
正
殿
へ
と
運
ば
れ
た
。
宮
垣
内
で
、
さ
ら
に
厳
重

に
区
画
・
遮
蔽
さ
れ
た
臼
屋
・
膳
屋
に
お
い
て
、
御
膳
は
準
備
・
調
理
さ

れ
る
べ
き
も
の
で
、
そ
れ
は
大
嘗
祭
に
お
い
て
最
も
重
要
な
存
在
で
あ
る

と
の
認
識
が
、
大
嘗
祭
の
祭
式
と
大
嘗
宮
の
構
造
か
ら
は
読
み
取
れ
る
。

　

平
安
時
代
の
大
嘗
祭
の
祭
式
、
特
に
中
心
と
な
る
正
殿
で
の
天
皇
の
所

作
は
、
岡
田
莊
司
氏
な
ど
が
、『
天
仁
大
嘗
会
記
』〔『
江
記
』
逸
文
、
天

仁
元
年
（
一
一
〇
八
）、
鳥
羽
天
皇
大
嘗
祭
〕、『
大
嘗
会
卯
日
御
記
』〔
藤

原
忠
通
、
保
安
四
年
（
一
一
二
三
）、
崇
徳
天
皇
大
嘗
祭
〕
と
『
新
儀
式
』

（『
清
涼
御
記
』
逸
文
）「
神
今
食
次
第
」
か
ら
詳
細
を
明
ら
か
に
し
て
い

る（
（1
（

。
祭
祀
の
場
は
、
悠
紀
・
主
基
院
の
正
殿
の
「
室
」
で
、
そ
こ
で
の
祭

式
と
天
皇
の
所
作
は
、『
延
喜
式
』「
掃
部
寮
」
の
規
定
を
加
え
る
と
、
次

の
よ
う
に
復
元
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
酉
刻
、
正
殿
内
に
灯
火
が
灯
さ
れ
る
と
、「
室
」
の
中
央
に
「
神

座
（
寝
座
）」
の
御
帖
・
坂
枕
、
打
払
布
が
置
か
れ
る
。
中
央
の
神
座
の

東
側
に
は
東
面
す
る
天
皇
の
「
御
の
座
」
を
、
そ
の
東
に
西
面
す
る
短
畳

（
第
二
の
神
座
）
を
設
置
す
る
。
続
い
て
、
神
饌
（
御
膳
）
が
、
臼
屋
・

膳
屋
か
ら
悠
紀
院
の
正
殿
の
「
堂
」
へ
運
び
込
ま
れ
、
亥
一
刻
に
は
正
殿

の
室
で
天
皇
に
よ
る
供
饌
が
行
な
わ
れ
る
。
天
皇
は
、
御
膳
・
御
酒
を
正

殿
に
運
び
込
む
神
饌
行
立
の
警
蹕
を
聞
く
と
、
采
女
と
と
も
に
正
殿
に
入

り
、
中
央
の
寝
座
（
第
一
の
神
座
）
の
北
側
を
通
っ
て
、
東
向
き
に
御
の

座
に
着
座
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
采
女
の
介
添
え
で
海
老
鰭
盥
桶
と
多
志
良

加
で
手
水
が
行
な
わ
れ
る
。
手
水
が
終
る
と
、
西
面
す
る
短
畳
（
第
二
の

神
座
）
の
上
に
神
饌
（
御
膳
・
御
酒
）
を
供
え
る
「
神
食
薦
」
を
敷
き
、

御
の
座
に
接
し
て
「
御
食
薦
」
を
敷
く
。
続
い
て
采
女
が
堂
か
ら
窪
手
に

入
れ
た
神
饌
を
運
び
込
み
、
陪
膳
の
采
女
が
受
け
御
食
薦
に
並
べ
る
。
こ

れ
を
天
皇
が
平
手
に
取
り
分
け
、
陪
膳
の
采
女
に
手
渡
し
、
采
女
は
神
食

薦
に
並
べ
供
饌
を
行
な
う
。
供
饌
が
終
る
と
、
御
の
座
の
天
皇
は
、
神
食

薦
の
方
向
、
つ
ま
り
東
に
向
い
称
唯
・
低
頭
・
拍
手
し
て
御
膳
の
御
飯
と

御
酒
を
召
し
上
が
る
。天
皇
は
、正
殿
の
室
の
中
央
に
設
置
し
た
神
座（
寝

座
）
に
は
背
を
向
け
て
、
東
（
伊
勢
神
宮
の
方
向
）
を
向
き
、
皇
祖
神
へ

と
供
饌
を
行
い
、
共
食
さ
れ
る
。
こ
れ
が
大
嘗
祭
の
祭
式
の
中
核
と
い
っ

て
よ
い
。

　

こ
こ
に
示
し
た
大
嘗
祭
の
正
殿
に
お
け
る
祭
式
と
天
皇
の
所
作
は
、『
儀

式
』
の
大
嘗
宮
の
構
造
や
正
殿
内
の
状
況
と
矛
盾
な
く
整
合
す
る
た
め
、

九
世
紀
後
半
の
『
儀
式
』
の
段
階
に
お
い
て
も
、
ほ
ぼ
同
様
の
祭
式
が
行

な
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

奈
良
時
代
の
大
嘗
宮
と
祭
式　

で
は
、『
儀
式
』
が
記
す
大
嘗
宮
の
規
模
・

構
造
と
祭
式
は
、
い
つ
ま
で
遡
る
の
か
。
こ
の
手
か
が
り
と
な
る
の
が
、
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平
城
宮
の
東
区
朝
堂
院
で
発
見
さ
れ
た
大
嘗
宮
の
遺
構
で
あ
る
。
東
区
朝

堂
院
で
は
、
ま
ず
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
期
、
三
時
期
の
大
嘗
宮
遺
構
が
検
出
さ

れ（
（1
（

、
そ
の
後
の
遺
構
の
分
析
で
、
こ
れ
ら
に
先
行
す
る
01
・
02
期
、
二
時

期
の
大
嘗
宮
遺
構
を
抽
出
し
て
い
る（
（1
（

。
合
計
五
時
期
の
遺
構
と
対
応
す
る

天
皇
の
大
嘗
祭
は
、
次
の
よ
う
に
推
定
さ
れ
て
い
る（
（1
（

。

　

01
期
＝
元
正
天
皇
〔
霊
亀
二
年
（
七
一
六
）
実
施
、
以
下
同
じ
〕、
02

期
＝
聖
武
天
皇
〔
神
亀
元
年
（
七
二
四
）〕、
Ａ
期
＝
淳
仁
天
皇
〔
天
平
宝

字
二
年
（
七
五
八
）〕、
Ｂ
期
＝
光
仁
天
皇
〔
宝
亀
二
年
（
七
七
一
）〕、
Ｃ

期
＝
桓
武
天
皇
〔
天
応
元
年
（
七
八
一
）〕。

　
『
儀
式
』
が
規
定
す
る
、
宮
垣
も
含
め
た
大
嘗
宮
の
全
体
の
規
模
・
構

造
は
、
東
西
門
の
存
在
を
除
け
ば
、
Ａ
期
（
淳
仁
天
皇
）
の
大
嘗
宮
遺
構

と
ほ
ぼ
一
致
す
る
（
第
三
図
）。
さ
ら
に
、
大
嘗
宮
の
建
物
の
規
模
・
配

置
は
、
01
期
（
元
正
天
皇
）、
02
期
（
聖
武
天
皇
）
の
大
嘗
宮
遺
構
ま
で

基
本
的
に
は
共
通
す
る
（
第
四
図
）。
大
嘗
宮
は
、
宮
垣
で
区
画
・
遮
蔽

し
た
内
部
に
正
殿
・
御
厠
だ
け
で
な
く
、
臼
屋
・
膳
屋
ま
で
配
置
す
る
。

そ
の
構
造
は
大
嘗
祭
の
祭
祀
の
本
質
と
直
結
す
る
も
の
で
、
容
易
に
変
更

を
加
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う（
（2
（

。『
儀
式
』
が
記
す
大
嘗

宮
の
規
模
・
構
造
は
、基
本
的
に
大
嘗
祭
の
祭
式
に
対
応
す
る
。し
た
が
っ

て
『
儀
式
』
の
大
嘗
祭
の
祭
式
は
、
八
世
紀
前
半
、
霊
亀
二
年
の
元
正
天

皇
と
神
亀
二
年
の
聖
武
天
皇
の
大
嘗
祭
ま
で
遡
及
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で

第３図　平城宮東区朝堂院Ａ期（淳仁天皇）大嘗宮遺構図
（註17文献の図面にもとづき、西側区画は東側区画を反転し推定して作成）
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第４図　平城宮東区朝堂院02期（聖武天皇）大嘗宮　建物配置復元推定図
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あ
る
。そ
う
す
る
と
平
安
時
代
の
大
嘗
宮
正
殿
に
お
け
る
天
皇
の
所
作
も
、

基
本
的
に
八
世
紀
前
半
ま
で
遡
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

大
嘗
宮
の
宮
垣
内
と
対
照
を
な
す
の
が
廻
立
殿
で
あ
る
。
天
皇
の
潔
斎

と
控
え
の
間
で
あ
る
廻
立
殿
は
、『
儀
式
』の
規
定
で
は
木
工
寮
が
造
営
し
、

宮
垣
の
北
側
、
幔
幕
で
囲
ま
れ
る
。
卜
定
さ
れ
た
悠
紀
・
主
基
国
が
造
営

し
、
宮
垣
で
区
画
・
遮
蔽
さ
れ
る
大
嘗
宮
の
悠
紀
・
主
基
院
と
は
一
線
を

画
す
存
在
で
あ
る
。
こ
れ
と
呼
応
す
る
よ
う
に
、
奈
良
時
代
、
平
城
宮
跡

に
お
け
る
廻
立
殿
の
遺
構
は
、
規
模
・
構
造
が
一
定
せ
ず
、
確
認
で
き
な

い
時
期
も
あ
る
。
こ
の
状
況
は
、
奈
良
時
代
に
は
廻
立
殿
が
必
要
に
応
じ

て
柔
軟
に
形
を
変
え
て
建
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る（
（2
（

。
廻
立
殿

は
祭
祀
の
中
核
と
は
一
線
を
画
し
、
天
皇
の
潔
斎
と
控
え
の
施
設
と
い
う

性
格
は
、
奈
良
時
代
ま
で
遡
る
と
判
断
で
き
る
。

　

以
上
の
点
を
考
慮
す
る
と
、
古
代
の
大
嘗
祭
の
本
質
は
、
以
下
の
三
点

に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
①
宮
垣
で
厳
重
に
区
画
・
遮
蔽
し

た
内
部
で
、
②
特
別
に
神
饌
（
御
膳
）
を
調
理
・
準
備
し
、
③
天
皇
が
伊

勢
神
宮
の
皇
祖
神
へ
供
饌
を
行
な
い
共
食
さ
れ
る
。
こ
こ
に
あ
げ
た
古
代

の
大
嘗
祭
の
本
質
は
、
平
城
宮
跡
の
大
嘗
宮
遺
構
の
構
造
か
ら
、
八
世
紀

前
半
ま
で
遡
る
と
判
断
で
き
る
。
さ
ら
に
、『
日
本
書
紀
』『
続
日
本
紀
』

が
記
す
天
武
天
皇
・
持
統
天
皇
か
ら
聖
武
天
皇
ま
で
の
大
嘗
祭
の
連
続
性

を
併
せ
て
考
え
る
と
、
古
代
の
大
嘗
祭
の
本
質
は
、
天
武
天
皇
の
時
代
ま
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で
遡
及
す
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
れ
は
「
中
臣
寿
詞
」
が
語
る
大
嘗
祭
の

「
御
膳
」
の
重
要
性
と
一
致
す
る
。

　
　
　

四
、「
水
の
祭
儀
」
論
の
再
検
討

「
天
つ
水
」
と
「
御
膳
つ
水
」　

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
平
安
時
代

の
大
嘗
祭
の
祭
式
の
基
本
的
な
部
分
は
、
大
嘗
宮
遺
構
と
の
関
係
か
ら
少

な
く
と
も
奈
良
時
代
の
八
世
紀
前
半
に
は
遡
り
、
七
世
紀
後
半
の
天
武
天

皇
の
時
代
ま
で
遡
及
す
る
可
能
性
が
高
い
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
、
岡
田

精
司
が
大
嘗
祭
の
中
心
と
想
定
し
た
「
新
帝
が
神
饌
を
八
重
畳
の
上
に
座

し
て
食
べ
る
儀
式
」
は
存
在
し
な
い
。
ま
し
て
や
、「
大
嘗
宮
の
八
重
畳

の
上
に
座
っ
た
天
皇
が
、采
女
の
差
し
出
す
水
の
器
を
と
っ
て
口
に
含
み
、

吐
き
出
す
」〝
吐
水
儀
礼（
（2
（

〟
は
、
奈
良
時
代
ま
で
遡
っ
て
も
存
在
す
る
余

地
は
な
い
。
翻
っ
て
「
御
膳
」
を
中
心
と
す
る
大
嘗
祭
の
本
質
は
、
奈
良

時
代
の
八
世
紀
ま
で
遡
る
。
し
た
が
っ
て
、
奈
良
時
代
に
お
い
て
も
、「
中

臣
寿
詞
」
の
主
題
は
、
大
嘗
祭
で
天
皇
が
神
宮
の
方
向
を
向
き
供
え
召
し

上
が
る
「
御
膳
」
で
あ
り
、「
天
つ
水
」
は
「
御
膳
」
と
の
関
係
の
中
で

語
ら
れ
た
。
ま
た
、
岡
田
精
司
が
「
水
の
祭
儀
」
論
で
引
用
す
る
『
古
風

土
記
』
な
ど
の
史
料
は
、
多
く
が
「
御
膳
つ
水
」
に
関
す
る
内
容
で
あ
り
、

「
中
臣
寿
詞
」
の
「
天
つ
水
」
と
基
本
的
に
変
わ
ら
な
い
。

　
「
中
臣
寿
詞
」の「
天
つ
水
」は
、す
で
に
金
子
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、

あ
く
ま
で
も
「
御
膳
つ
水
」
で
あ
り
、
そ
の
性
格
は
、『
儀
式
』
の
大
嘗

宮
の
構
造
が
遡
及
可
能
な
八
世
紀
前
半
以
来
、一
貫
し
て
い
た
。つ
ま
り
、

岡
田
精
司
が
「
水
の
祭
儀
」
論
や
「
聖
な
る
水
」
へ
の
信
仰
・
祭
祀
の
前

提
と
し
た
、「
中
臣
寿
詞
」
の
後
段
、
大
嘗
祭
の
関
連
部
分
は
後
に
付
加

さ
れ
た
と
の
解
釈
は
成
立
し
な
い
の
で
あ
る
。

　
『
儀
式
』
が
記
す
大
嘗
祭
の
「
御
水
」
と
、
そ
れ
を
汲
む
「
御
井
」、
さ

ら
に
「
造
酒
童
女
」
の
関
係
は
、
そ
の
ま
ま
『
止
由
気
宮
儀
式
帳
』（『
外

宮
儀
式
帳
』）
が
記
す
「
御
水
」「
御
井
」「
炊
物
忌
」
の
関
係
に
対
応
す

る（
（2
（

。『
外
宮
儀
式
帳
』で
は
、毎
日
、神
宮
内
宮
の
天
照
大
神
に
供
え
る「
朝

夕
の
御
膳
」
の
筆
頭
に
「
御
水
」
を
あ
げ
て
お
り
、
そ
れ
を
汲
む
井
戸
が

「
御
井
」
で
あ
り
、
こ
れ
を
担
当
す
る
の
が
「
炊
物
忌
」
で
あ
る
。
こ
こ

に
お
い
て
も
大
嘗
祭
と
神
宮
祭
祀
の
対
応
関
係
が
確
認
で
き
、
い
ず
れ
に

お
い
て
も
「
御
水
」
は
「
御
膳
の
水
」
と
し
て
の
性
格
が
第
一
義
な
の
で

あ
る
。
結
局
、「
中
臣
寿
詞
」
の
「
天
つ
水
」
を
も
と
に
岡
田
精
司
が
説

い
た
、
大
王
の
水
の
支
配
者
と
し
て
の
性
格
と
直
結
す
る
「
水
の
祭
儀
」

論
は
成
立
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

考
古
資
料
の
再
検
討　

そ
う
す
る
と
、「
水
の
祭
儀
」
論
を
考
古
学
資
料

に
当
て
は
め
、
水
そ
の
も
の
を
祭
祀
の
対
象
と
し
た
、
辰
巳
説
・
今
尾
説
・

若
狭
説
の
「
水
の
祭
儀
（
祭
祀
）」
も
再
検
討
が
必
要
と
な
る
。
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こ
れ
ら
各
説
は
、
祭
祀
遺
物
が
出
土
し
た
場
所
・
遺
構
の
み
で
祭
祀
の

全
て
の
流
れ
が
完
結
す
る
と
理
解
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
祭
祀
の
全
体
的
な

流
れ
、
構
成
に
つ
い
て
は
殆
ど
言
及
し
て
い
な
い
。
祭
祀
の
具
体
像
に
触

れ
な
い
ま
ま
、
祭
祀
の
性
格
や
意
味
が
推
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
、
そ
の

結
論
は
、
古
代
祭
祀
の
実
態
に
即
し
た
も
の
と
は
断
定
で
き
な
い
。

　

ま
た
、
祭
祀
対
象
と
な
る
神
の
考
え
方
に
は
、
折
口
の
「
依
代
」
を
敷

衍
さ
せ
て
い
る
。
し
か
し
「
依
代
」
の
概
念
は
、
あ
く
ま
で
も
折
口
の
直

観
に
も
と
づ
く
も
の
で
、
歴
史
資
料
で
の
裏
付
け
や
検
証
が
行
な
わ
れ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
古
代
の
神
観
を
反
映
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
の

で
あ
る（
（2
（

。
結
局
、
こ
れ
ら
諸
説
の
祭
祀
に
関
す
る
立
論
の
根
拠
に
は
、
い

ず
れ
も
不
確
定
な
要
素
を
多
く
含
ん
で
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

祭
祀
の
構
成
と
場
・
施
設　

で
は
、
古
代
祭
祀
に
お
け
る
祭
式
の
具
体
的

な
内
容
と
、
場
所
・
施
設
と
の
関
係
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
だ
ろ

う
か
。「
中
臣
寿
詞
」
と
関
わ
る
大
嘗
祭
で
は
、
特
別
な
御
酒
と
御
膳
を

事
前
に
醸
造
・
調
理
し
て
準
備
、
そ
れ
を
天
皇
が
供
え
、
申
詞
を
述
べ
、

御
飯
と
御
酒
を
召
し
上
が
る
祭
祀
が
行
な
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
御
酒
・
御

膳
は
撤
下
さ
れ
、
大
嘗
宮
は
撤
却
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
大
嘗
祭
の
構
成
は
、『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』（
以
後
『
内
宮

儀
式
帳
』）
が
記
す
古
代
の
神
宮
祭
祀
と
共
通
し
、
古
代
祭
祀
の
基
本
的

な
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
①
祭
具
・
供
献
品
（
幣
帛
・
神
饌
な

ど
）
の
製
作
・
準
備
、
②
幣
帛
・
神
饌
を
供
え
祝
詞
を
奏
上
す
る
祭
祀
、

③
供
献
品
の
撤
下
と
収
納
・
廃
棄
の
三
段
階
の
流
れ
で
あ
る（
（2
（

。
こ
の
三
段

階
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る
施
設
・
場
所
が
必
要
で
あ
る
。
①
の
準

備
で
は
、
神
へ
供
え
天
皇
が
召
し
上
が
る
御
酒
は
北
野
斎
場
で
醸
造
、
こ

れ
に
使
用
す
る
「
御
水
」
は
、「
御
井
」
で
汲
ま
れ
た
。
御
膳
は
大
嘗
宮

内
の
臼
屋
と
膳
屋
で
最
終
的
に
調
理
・
準
備
さ
れ
た
。
②
の
祭
祀
で
は
、

御
酒
・
御
饌
を
正
殿
に
運
び
込
み
、
天
皇
と
采
女
に
よ
り
供
饌
の
祭
祀
が

行
な
わ
れ
る
。
そ
し
て
③
の
祭
祀
の
終
了
後
、
御
酒
・
御
饌
は
撤
下
さ
れ

た
。『
延
喜
式
』
神
祇
七
「
践
祚
大
嘗
祭
」
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
大
膳
職

が
用
意
し
た
御
膳
の
食
器
の
な
か
で
「
山
杯
」
以
上
と
、
造
酒
司
が
用
意

し
た
御
酒
の
器「
都
婆
波
」以
上
は
、「
皆
山
野
の
浄
処
に
置
き（
（2
（

」と
あ
り
、

祭
祀
の
場
と
は
異
な
っ
た
場
所
に
納
め
ら
れ
た
。

　

古
墳
時
代
、
五
世
紀
代
に
形
成
さ
れ
る
祭
祀
遺
跡
で
は
、
神
饌
調
理
に

関
連
す
る
調
理
具
等
（
竪
杵
、
柄
杓
、
火
鑽
臼
）、
祭
具
や
供
献
品
を
製

作
し
た
と
推
測
で
き
る
紡
織
具
、
鍛
冶
関
連
の
遺
物
・
遺
構
、
石
製
模
造

品
の
製
作
痕
跡
（
未
成
品
・
剥
片
）
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
、
①
祭

具
・
供
献
品
の
製
作
・
準
備
に
対
応
す
る
。
ま
た
、
多
量
の
土
器
や
石
製

模
造
品
な
ど
を
ま
と
め
た
集
積
遺
構
は
、
③
供
献
品
の
撤
下
と
収
納
・
廃

棄
に
対
応
し
、祭
祀
後
に
供
え
た
土
器
類
な
ど
を
撤
下
し
ま
と
め
た
結
果
、

形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る（
（2
（

。
祭
祀
遺
跡
を
残
し
た
祭
祀
は
、『
内
宮
儀
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式
帳
』
の
神
宮
祭
祀
と
共
通
し
た
三
段
階
の
構
成
を
推
定
で
き
、
こ
の
三

段
階
に
対
応
し
た
場
所
・
施
設
が
、
古
墳
時
代
の
祭
祀
に
お
い
て
も
必
要

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

井
戸
・
導
水
遺
構
の
性
格　

大
嘗
祭
と
神
宮
祭
祀
と
の
対
応
関
係
、
神
宮

祭
祀
の
古
墳
時
代
（
五
世
紀
）
に
遡
及
す
る
伝
統
性
を
併
せ
て
考
慮
す
る

と
、
古
墳
時
代
に
確
認
で
き
る
区
画
・
遮
蔽
施
設
を
伴
う
導
水
遺
構
や
井

戸
は
、
水
を
祭
祀
の
対
象
と
し
た
「
水
の
祭
儀
（
祭
祀
）」
の
場
そ
の
も

の
で
は
な
く
、
神
な
ど
へ
と
供
え
る
特
別
な
「
御
膳
つ
水
」
を
汲
む
施
設

と
み
た
ほ
う
が
合
理
的
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
場
を
模
っ
た
囲
形

埴
輪
も
「
水
の
祭
儀
（
祭
祀
）」
の
場
を
表
現
し
た
の
で
は
な
く
、
古
墳

に
納
め
た
死
者
（
祖
先
・
祖
）
に
供
え
る
「
御
膳
つ
水
」
を
汲
む
「
井
」

を
表
現
し
て
い
た
と
の
解
釈
が
可
能
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、「
井
」
の
意
味
に
つ
い
て
本
居
宣
長
は
、『
古
事
記
伝
』
の

「
天
之
眞
名
井
」
の
註
で
「
凡
て
古
は
、
泉
に
ま
れ
川
に
ま
れ
、
用
る
水

に
汲
處
を
井
と
云
り
」
と
し
て
い
る（
（2
（

。『
古
事
記
』
で
は
「
天
之
眞
名
井
」

は
「
天
安
河
」
に
あ
る
と
す
る（
（2
（

。『
日
本
書
紀
』
第
六
段
第
二
の
一
書
で

は「
天
眞
名
井
三
處
を
掘
り
て（
（3
（

」と
は
あ
る
が
、『
古
事
記
』の
文
脈
で
は
、

河
川
に
面
し
た
清
い
水
を
汲
む
施
設
、
そ
れ
が
「
天
之
眞
名
井
」
と
理
解

で
き
る
。
本
居
宣
長
の
註
は
、
こ
れ
を
受
け
て
の
解
釈
と
な
っ
て
い
る
。

河
川
に
水
を
汲
む
施
設
を
設
け
た
遺
構
と
し
て
は
、
奈
良
県
の
大
柳
生
宮

ノ
前
遺
跡
で
確
認
さ
れ
た
木
製
の
槽
の
導
水
施
設
が
あ
る
。
年
代
は
五
世

紀
後
半
で
あ
る（
（3
（

。『
古
事
記
』
の
天
之
眞
名
井
は
、
こ
れ
に
近
い
状
況
で

あ
り
、
導
水
遺
構
を
「
井
」
に
含
め
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

三
ツ
寺
Ⅰ
遺
跡
で
は
井
戸
と
導
水
・
揚
水
機
能
を
伴
う
石
敷
遺
構
が
併

存
し
、
三
重
県
の
宝
塚
古
墳
で
は
囲
形
埴
輪
の
中
に
井
戸
と
導
水
施
設
を

表
現
し
た
も
の
が
同
時
に
存
在
す
る（
（3
（

。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
水
の
用
途
の

違
い
、
例
え
ば
一
つ
は
神
な
ど
へ
供
え
る
御
膳
つ
水
、
も
う
一
つ
は
手
水

な
ど
祭
祀
に
使
う
水
と
し
て
の
用
途
を
推
定
で
き
る
。
こ
の
二
種
の
「
井
」

の
存
在
は
、
大
嘗
祭
の
北
野
斎
場
に
掘
ら
れ
る
「
御
井
」
と
「
童
女
（
造

酒
童
女
）
の
井
」
と
に
重
ね
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
　
　

五
、
水
の
神
観
と
祭
祀

水
の
神
の
系
譜　

古
代
祭
祀
に
お
け
る
水
は
、「
御
膳
つ
水
」
の
み
で
考

え
ら
れ
る
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
。
地
域
の
水
源
・
湧
水
や
河
川

の
働
き
と
深
く
結
び
つ
い
た
、
水
の
神
の
へ
の
信
仰
と
祭
祀
は
、「
井
」

と
は
別
の
場
所
を
舞
台
と
し
て
展
開
し
た
。
そ
の
様
子
を
詳
細
に
伝
え
る

の
が
、『
内
宮
儀
式
帳
』「
管
度
会
郡
神
社
行
事
」
で
あ
る
。
神
郡
の
度
会

郡
に
鎮
座
す
る
神
宮
の
摂
社
、
四
十
社
に
つ
い
て
延
暦
二
十
三
年

（
八
〇
四
）
当
時
の
状
況
を
具
体
的
に
記
録
し
て
い
る
。
神
祇
官
帳
に
記
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載
さ
れ
る
「
官
帳
社
」
か
、
そ
う
で
は
な
い
「
未
入
官
帳
社
」
か
で
分
類

し
、
神
社
名
、
祭
神
名
、
祭
神
を
象
徴
す
る
御
形
、
創
祀
時
期
を
書
き
上

げ
、
官
帳
社
に
つ
い
て
は
社
殿
な
ど
の
建
物
・
施
設
、
立
地
す
る
場
所
（
坐

地
）
の
四
至
を
加
え
て
い
る（
（3
（

（
三
十
四
・
三
十
五
頁
）。
そ
こ
に
は
水
に
関

係
す
る
神
々
が
多
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。
特
に
注
目
す
べ
き
は
「
大
水
上
」

で
、「
大
水
神
」
と
の
表
記
も
確
認
で
き
、
そ
の
名
か
ら
水
の
神
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
神
の
児
（
御
子
神
）
を
祀
る
神
社
が
五
十
鈴
川
・
宮
川
・

外
城
田
川
の
各
水
系
に
広
く
分
布
す
る
。
ま
た
同
時
に
、
こ
れ
と
は
異
な

る
系
譜
の
水
や
河
川
の
神
々
を
祀
る
神
社
も
存
在
す
る
（
第
五
図
）。

　

内
宮
が
鎮
座
す
る
五
十
鈴
川
水
系
で
は
、
大
水
上
（
大
水
神
）
の
御
子

神
を
祀
る
神
社
が
最
も
多
い
。
上
流
か
ら
順
に
津
長
大
水
神
社
（
柄
長
比

女
命
）、
川
相
神
社
（
細
川
水
神
）、
熊
淵
神
社
（
多
支
大
刀
自
）、
宇
治

の
奴
鬼
神
社
（
高
水
上
）、
石
井
神
社
（
高
水
上
命
）、
宇
治
山
田
神
社
（
山

田
姫
命
）
が
あ
る
。
ま
た
、
大
水
の
名
を
冠
し
、
山
の
神
「
大
山
罪
の
御

祖
命
」
を
祀
る
大
水
神
社
が
あ
る
。
大
水
上
の
系
譜
以
外
で
は
、
五
十
鈴

川
の
河
口
付
近
に
、「
天
須
婆
留
女
命
」の
御
子
神
で
水
を
御
形
と
す
る「
長

口
女
の
命
」
を
祀
る
江
神
社
が
あ
る
。

　

ま
た
、
五
十
鈴
川
に
面
し
て
河
川
と
深
く
関
係
す
る
神
社
に
小
朝
熊
神

社
と
大
土
神
社
が
あ
る
。
小
朝
熊
神
社
は
、
大
山
罪
の
神
の
御
子
神
「
朝

熊
水
の
神
」
を
祀
る
。
こ
の
系
譜
に
は
、
五
十
鈴
川
の
水
源
と
な
る
朝
熊

第５図　伊勢国度会郡神社位置図（註33論文の図を一部改変）
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祭神 御形・形 社殿等 坐地・四至 成立時期 備考

瀧祭神社 なし 大神宮の西の川辺 官帳社、造神
宮使造り奉る。

小朝熊神
社

神櫛玉命の児、大
歳の児、桜大刀自 石 正殿1区、御

床1具、玉垣
2重、御門2
間、御倉1宇、
前社1処

8町。東は大山、
南は公田、西は宇
治大川、北は御竈
嶋

倭姫内親王の
御世

官帳社、造神
宮使造り奉る。苔虫神 石

大山罪命の子、朝
熊水の神 石

薗相神社 大水上の児、曾奈比比古命 石 正殿2区、玉
垣2重

10町。東南西は大
山、北は公田。

倭姫内親王の
御世

官帳社、造神
宮使造り奉る。

鴨神社 大水上の児、石己
呂和居命 石 正殿2区、玉

垣2重
5町。東南西は山、
北は公田。

倭姫内親王の
御世

官帳社、造神
宮 使 造 り 奉
る。来田郷山
上村にあり。

田邊神社 大神御滄川神 鏡

正殿1区、御
床1具、前殿
1宇、御門1
間、玉垣2重。

1町9段340歩。東
は五百木部浄人が
家・小道、南は道、
西北は公田

大長谷天皇の
御世

官帳社、造神
宮使造り奉る。

蚊野神社 大神御蔭川神 鏡

正殿1区、御
床1具、瑞垣
1重、御門1
間、玉垣1重、
前殿1宇。

2町。東は澤・畠、
南西は道、北は畠。

大長谷天皇の
御世

官帳社、造神
宮 使 造 り 奉
る。田邊郷蚊
野村にあり。

湯田神社
鳴震雷 無 正殿2区、玉

垣1重、御門
1間。

2町5段。東南は川、
西北は公田。

官帳社、造神
宮使造り奉る。大歳御祖命 無

大土神社

國生神の児、大國
玉命 石

正殿1区、玉
垣1重。

8段。東は公田、
南は御刀代・溝、
西は家田の堰・大
川、北は百姓畠。

倭姫内親王の
御世 官帳社水佐々良比古命 石

水佐々良比賣命 石

國津御祖
神社

國生神の児、宇治
比賣命 石 正殿（草葺

き）1区、玉
垣1重。

大土神社の四至の
内。

倭姫内親王の
御世 官帳社

田村比賣命 無

久麻良比
神社

大歳神の児、千依
比古命、千依比賣
命

石
正殿（板葺
き）1区、玉
垣1重。

2段。東南は公田、
西北は溝。

倭姫内親王の
御世 官帳社

宇治山田
神社

大水神の児、山田
姫命 無

正殿（板葺
き）1区、玉
垣2重。

2段300歩。東は道、
南は宇治大川、西
は澤・畠、北は大
道。

倭姫内親王の
御世 官帳社

津長大水
神社

大水上の児、柄長
比女命 石 正殿1区、玉

垣1重。
3町。東は道、南
西北は山。

倭姫内親王の
御世 官帳社

堅田神社 東方堅田神社、神名不明。 石 正殿1区、玉
垣1重。

300歩。東は山、
西は溝・百姓家、
北は大海。

倭姫内親王の
御世 官帳社

大水神社 大山罪の御祖命 無 正殿1区、玉
垣1重。

2町5段。東は道、
西南北は山。

倭姫内親王の
御世 官帳社

江神社

天須婆留女命の
児、長口女命 水

正殿1区、玉
垣1重。

1町。東は溝・郷、
南西は山、北は神
田。

倭姫内親王の
御世 官帳社大歳御祖命 無

宇加の御玉

神前神社 國生神の児、荒前比賣命 石 正殿1区、玉
垣1重。

2町200歩。東北は
大海、南西は山。

倭姫内親王の
御世 官帳社

粟御子神
社

須佐の乎命の御玉
道主命 石 正殿1区、玉

垣1重。
8段。東西は大溝、
南北は山。

倭姫内親王の
御世 官帳社

川原神社 月讀神御玉 無 正殿1区、玉
垣1重。

9段。東西北は大
川、南は畠。

倭姫内親王の
御世 官帳社
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祭神 御形・形 社殿等 坐地・四至 成立時期 備考

久具神社
大水上の神の御
子、久久都比女命、
久久都比古命

石 正殿3区、玉
垣1重。

9段。東西北は大
川、南は畠。

倭姫内親王の
御世 官帳社

楢原神社 大水上の児、那良原比女命 石 正殿1区、玉
垣1重。 5町。ならびに大山。倭姫内親王の御世 官帳社

棒原神社 天須婆留女命御玉 無 正殿2区、玉
垣1重。

3町。東南は松原、
西は澤岡、北は道・
公田。

奈良朝廷の御
世 官帳社

御船神社 大神の御蔭川神 無 正殿1区、玉
垣1重。

2町。東南は公田、
西は百姓の家、北
は御刀代田。

倭姫内親王の
御世 官帳社

坂手國生
神社

大水上の児、高水
上 石 正殿1区、玉

垣2重。

5町。東は林、南
は道、西は林、北
は公田。

倭姫内親王の
御世

官帳社、田邊
郷田邊村氏社
の北岡にあり。

狭田神社

須婆留女神の児、
速川比古、速川比
女

無 正殿1区、玉
垣1重。

5段。東南は百姓
の地、西北は公田。

倭姫内親王の
御世

官帳社、湯田
郷田丸にあり。

山末御玉 無

瀧原神社 麻奈胡の神 石 正殿1区、玉
垣1重。

3町。東は道、南
は山、西北は大川。

倭姫内親王の
御世 官帳社

鴨下神社
大水上の児、石己
呂和居 無 倭姫内親王の

御世

未入官帳社。
造神宮使造り
奉る。鴨比古、鴨比女命 無

津布良神
社

大水神の児、津布
良比古、津布良比
賣命

無 倭姫内親王の
御世 未入官帳社

葭原神社

大歳神の児、佐々
津比古命 石

倭姫内親王の
御世 未入官帳社宇加の御玉の御祖 無

伊加利比女 無

小社神社 大水上の児、高水上命 石 倭姫内親王の
御世 未入官帳社

許母利神
社 粟嶋神御玉 無 倭姫内親王の

御世 未入官帳社

新川神社 大水上の児、新川比賣命 石 倭姫内親王の
御世 未入官帳社

石井神社 大水上の児、高水上命 石 倭姫内親王の
御世 未入官帳社

宇治の奴
鬼神社

大水上の児、高水
上 石 倭姫内親王の

御世 未入官帳社

加努彌神
社

大歳神の児、稲依
比女命 石 倭姫内親王の

御世 未入官帳社

川相神社 大水神の児、細川水神 石 倭姫内親王の
御世 未入官帳社

熊淵神社 大水神の児、多支大刀自 無 倭姫内親王の
御世 未入官帳社

荒前神社 國生神の児、荒前比賣命 石 倭姫内親王の
御世 未入官帳社

那自賣神
社

大水上御祖命 石
倭姫内親王の
御世 未入官帳社同御玉　、御裳の

須蘇比賣命 石

葦立て神
社

宇治津比女命の
児、玉移良比女命 石 倭姫内親王の

御世 未入官帳社

牟彌の神
社

大水上の児、寒川
比古命、寒川比女
命

無 倭姫内親王の
御世 未入官帳社



國學院雜誌　第 120 巻第 11 号（2019年） ― 36 ―

山
の
「
大
山
罪
の
神
」
と
、
そ
こ
か
ら
流
れ
出
る
水
の
神
「
朝
熊
水
の
神
」

と
い
う
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。
一
方
、
大
土
神
社
は
、
西
は
大
川
（
五
十

鈴
川
）
と
家
田
の
堰
、
南
は
御
刀
代
（
神
田
）
と
溝
に
接
す
る
景
観
を
四

至
の
記
載
か
ら
復
元
で
き
る
。
家
田
の
堰
は
五
十
鈴
川
か
ら
灌
漑
用
水
を

取
水
し
、
溝
は
堰
か
ら
御
刀
代
へ
と
水
を
引
く
用
水
路
と
判
断
で
き
、
河

川
か
ら
の
灌
漑
用
水
の
取
水
地
点
に
祭
祀
の
場
、
神
社
が
設
定
さ
れ
て
い

る
。
こ
こ
で
は
、
国
作
り
の
神
「
国
生
の
神
」
の
御
子
神
「
大
国
玉
命
」

と
「
水
佐
々
良
比
古
命
・
水
佐
々
良
比
売
命
」
を
祀
る
。
重
要
な
神
田
の

生
産
を
支
え
る
取
水
地
点
の
働
き
が
、
地
域
の
土
地
の
神
「
大
国
玉
命
」

を
祀
る
場
の
条
件
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
水
佐
々
良
比
古
命
・

比
売
命
に
つ
い
て
は
『
大
神
宮
儀
式
解
』
は
『
伊
勢
国
風
土
記
』
の
「
水

佐
々
良
比
古
は
、
大
国
玉
の
神
の
資
（
つ
か
ひ
び
と
）」
と
の
説
を
引
く

が（
（3
（

、
そ
の
名
か
ら
は
水
や
水
の
流
れ
と
の
関
連
性
を
推
定
で
き
る
。

　

五
十
鈴
川
の
北
、
宮
川
と
外
城
田
川
の
流
域
に
は
広
大
な
平
野
が
広
が

り
、
大
水
上
の
御
子
神
を
祀
る
神
社
が
分
布
す
る
。
外
城
田
川
上
流
の
水

源
、
国
束
山
系
の
中
腹
に
立
地
す
る
の
が
、
大
水
上
の
御
子
神
「
石
己
呂

和
居
命
」
を
祀
る
鴨
神
社
で
あ
る
。
現
在
の
社
地
に
隣
接
す
る
岩
盤
に
は

湧
水
が
あ
り
、
水
の
神
の
子
で
石
を
御
形
と
し
、
石
己
呂
和
居
の
名
を
持

つ
神
を
祀
る
場
に
は
相
応
し
い
環
境
で
あ
る
。
水
源
と
い
う
自
然
環
境
の

働
き
を
象
徴
す
る
山
の
石
神
と
い
う
性
格
が
う
か
が
え
る
。

　

外
城
田
川
の
平
野
部
で
大
水
上
の
御
子
神
を
祀
る
神
社
に
は
、
鴨
下
神

社
（
石
己
呂
和
居
命
、
鴨
比
古
命
・
鴨
比
女
命
）、
楢
原
神
社
（
那
良
原

比
女
命
）、
坂
手
国
生
神
社
（
高
水
上
）
が
あ
る
。
鴨
下
神
社
と
楢
原
神

社
で
は
鴨
比
古
命
・
鴨
比
女
命
、
那
良
原
比
女
命
の
よ
う
に
土
地
の
名
を

冠
し
た
神
が
、
水
の
神
の
御
子
神
と
さ
れ
て
い
る
。
同
様
の
状
況
は
、

五
十
鈴
川
と
宮
川
の
流
域
で
も
確
認
で
き
、宇
治
山
田
神
社
の
山
田
姫
命
、

久
具
神
社
の
久
久
都
比
女
命
・
久
久
都
比
古
命
、
薗
相
神
社
の
曾
奈
比
比

古
命
は
、
い
ず
れ
も
大
水
上
の
御
子
神
で
あ
る
。
水
の
神
の
系
譜
に
属
す

る
神
が
、
地
域
の
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
の
他
、
外
城
田
川
流
域
で
は
河
川
の
神
と
判
断
で
き
る
神
々
が
祀
ら

れ
て
い
る
。田
邊
神
社
の「
大
神
大
滄
川
神
」、蚊
野
神
社
の「
御
蔭
川
神
」、

狭
田
神
社
の
「
速
川
比
古
・
速
川
比
女
」
で
あ
る
。
ま
た
、
場
所
は
特
定

で
き
な
い
が
、
牟
彌
神
社
で
は
、
大
水
上
の
御
子
神
「
寒
川
比
古
命
・
寒

川
比
女
命
」
を
祀
る
。
い
ず
れ
も
、
神
名
か
ら
平
野
部
を
流
れ
る
川
を
神

格
化
し
た
神
々
と
判
断
で
き
、
そ
の
河
川
は
周
辺
の
水
田
生
産
に
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

水
の
神
の
神
観　

こ
こ
で
取
り
上
げ
た
神
々
と
神
社
の
立
地
環
境
の
関
係

に
は
、
次
の
特
徴
を
指
摘
で
き
る
。

　

①
河
川
の
水
源
と
な
る
山
や
湧
水
と
密
接
に
関
係
す
る
例
が
あ
る
。

　

②�
神
社
は
河
川
に
面
し
た
り
、
灌
漑
用
水
の
河
川
か
ら
の
取
水
地
点
に
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接
し
た
り
す
る
例
が
あ
る
。

　

③�

地
域
の
神
々
に
は
、
水
の
神
の
系
譜
に
連
な
る
神
が
含
ま
れ
る
。

　

こ
れ
ら
特
徴
か
ら
導
き
出
せ
る
神
観
の
背
景
に
は
、
水
源
と
な
る
山
や

湧
水
、ま
た
、灌
漑
用
水
源
の
河
川
と
い
っ
た
自
然
環
境
の
働
き
が
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
働
き
（
現
象
）
が
特
徴
的
に
現
わ
れ
る
場
所
・
環
境
を
、
現

象
の
行
為
者
「
神
」
が
居
ら
れ
る
（
坐
す
）
場
所
と
直
観
し
、
そ
こ
で
祭

祀
を
行
な
う
「
坐
す
神
」
の
神
観
が
、
古
代
祭
祀
に
は
想
定
で
き
る（
（3
（

。
度

会
郡
内
の
水
の
神
の
神
観
に
も
、
こ
れ
が
当
て
は
ま
る
。
そ
こ
に
は
折
口

信
夫
が
説
く
よ
う
な
「
依
代
」
に
依
り
来
る
神
は
認
め
ら
れ
な
い
。
そ
し

て
、
こ
の
よ
う
な
神
観
と
神
社
の
関
係
は
、
延
暦
二
十
三
年
当
時
、
す
で

に
伝
統
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
。度
会
郡
内
の
四
十
社
の
創
祀
年
代
で
、

三
十
五
社
が
倭
姫
内
親
王
の
時
代
、
二
社
が
大
長
谷
天
皇
（
雄
略
天
皇
）

の
時
代
と
し
て
お
り
、
当
時
の
人
々
は
、
少
な
く
と
も
大
化
前
代
以
来
の

伝
統
を
受
け
継
い
で
い
る
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

度
会
郡
内
の
神
社
と
類
似
す
る
状
況
は
『
出
雲
国
風
土
記
』
で
確
認
で

き
る（
（3
（

。同
風
土
記
は
、主
要
な
河
川
の
水
源
と
な
る
山
を
明
記
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
意
宇
郡
の
意
宇
川
は
「
熊
野
山
よ
り
出
で
」
と
し
、
熊
野
山
に

は
「
熊
野
大
神
の
社
坐
す
」
と
記
す
。
熊
野
山
は
、
意
宇
川
の
水
源
で
あ

り
、
そ
こ
に
は
熊
野
大
神
が
坐
す
と
の
認
識
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
熊
野

山
に
発
す
る
意
宇
川
に
沿
っ
て
、「
在
神
祇
官
社
」（『
内
宮
儀
式
帳
』
の

官
帳
社
に
対
応
）
の
熊
野
大
社
や
速
玉
大
社
が
祀
ら
れ
、
意
宇
川
支
流
に

は
「
不
在
神
祇
官
社
」（
未
入
官
帳
社
に
対
応
）
が
主
に
位
置
し
て
い

る（
（3
（

。
こ
の
意
宇
川
の
支
流
、
東
岩
坂
川
に
面
す
る
前
田
遺
跡
で
は
支
流
の

旧
河
道
を
発
掘
調
査
で
検
出
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
取
水
施
設
が
あ
り
、

周
辺
か
ら
は
玉
類
（
勾
玉
、
臼
玉
な
ど
）、
武
器
類
（
木
製
の
刀
装
具
、

刀
形
）、
紡
織
具
、
琴
、
調
理
具
な
ど
祭
祀
に
関
連
す
る
品
々
が
集
中
し

て
出
土
し
た
。
年
代
は
、
六
世
紀
か
ら
七
世
紀
、
河
川
に
設
け
ら
れ
た
取

水
施
設
の
付
近
が
祭
祀
の
場
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る（
（3
（

。
こ
の
意
宇

川
流
域
の
状
況
は
、
伊
勢
国
度
会
郡
内
の
朝
熊
山
と
五
十
鈴
川
流
域
の
神

社
群
や
五
十
鈴
川
の
家
田
の
堰
に
面
し
て
大
国
玉
命
を
祀
る
大
土
神
社
の

景
観
と
共
通
す
る
。

　

ま
た
、
同
風
土
記
は
、
出
雲
国
楯
縫
郡
の
多
久
川
に
つ
い
て
神
名
樋
山

を
水
源
と
し
、
こ
の
山
に
は
高
さ
一
丈
、
周
り
一
丈
の
石
神
が
あ
る
と
記

す
。
こ
の
石
神
は
、
多
伎
都
比
古
命
の
「
御
託
」（
御
形
に
相
当
す
る
か
）

で
あ
り
、
旱
に
雨
を
乞
え
ば
必
ず
降
ら
せ
る
と
も
あ
る
。
こ
の
多
伎
都
比

古
の
石
神
は
、
石
を
御
形
と
す
る
鴨
神
社
の
石
己
呂
和
居
命
と
類
似
し
、

水
源
の
山
の
石
神
と
い
う
共
通
し
た
性
格
が
う
か
が
え
る
。

　

さ
ら
に
、
意
宇
川
支
流
沿
い
の
前
田
遺
跡
で
確
認
で
き
た
取
水
施
設
と

祭
祀
遺
跡
の
関
係
は
、
五
世
紀
後
半
に
遡
る
例
が
東
国
と
西
国
で
確
認
で

き
る
。
千
葉
県
の
長
須
賀
条
里
制
遺
跡
と
島
根
県
の
大
屋
八
反
田
遺
跡
で



國學院雜誌　第 120 巻第 11 号（2019年） ― 38 ―

あ
る（

（3
（

。
こ
れ
ら
遺
跡
の
存
在
か
ら
度
会
郡
の
大
土
神
社
の
景
観
は
、
六
世

紀
の
前
田
遺
跡
を
間
に
置
い
て
、五
世
紀
後
半
ま
で
遡
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
事
実
は
、
度
会
郡
内
の
摂
社
の
創
祀
が
、
倭
姫
内
親
王
や
大
長
谷
天

皇
の
時
代
で
あ
る
と
の
『
内
宮
儀
式
帳
』
の
記
載
と
符
合
す
る
。

　

こ
こ
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
度
会
郡
内
で
水
と
関
係
す
る
神
々
を
祀
る

神
社
の
環
境
と
景
観
、
そ
こ
か
ら
推
定
で
き
る
神
観
と
祭
祀
は
、
五
世
紀

後
半
以
降
、
日
本
列
島
の
広
範
囲
で
展
開
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
そ

の
祭
祀
の
場
は
、
あ
く
ま
で
も
水
源
と
な
る
山
や
河
川
、
取
水
堰
な
ど
、

地
域
の
灌
漑
用
水
系
を
維
持
す
る
上
で
重
要
な
機
能
を
持
つ
環
境
と
場
で

あ
り
、
井
戸
や
導
水
施
設
で
は
な
い
。

三
ツ
寺
Ⅰ
遺
跡
の
祭
祀　

こ
う
考
え
る
と
、
三
ツ
寺
Ⅰ
遺
跡
の
中
核
部
に

あ
る
井
戸
や
導
水
・
揚
水
機
能
を
持
つ
石
敷
遺
構
を
、
地
域
の
水
利
と
直

接
結
び
つ
い
た
「
水
の
祭
祀
」
の
対
象
と
し
た
り
、
祭
祀
の
場
と
し
た
り

す
る
こ
と
は
難
し
い
。
む
し
ろ
、
井
戸
や
石
敷
遺
構
は
、
先
に
見
た
大
嘗

祭
の
祭
式
と
比
較
す
れ
ば
、「
御
水
・
御
膳
つ
水
」を
用
意
す
る
施
設
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

三
ツ
寺
Ⅰ
遺
跡
で
は
柵
列
と
板
垣
で
区
画
・
遮
蔽
し
た
内
部
に
、
大
形

掘
立
柱
建
物
、
石
敷
（
導
水
・
揚
水
）
遺
構
、
井
戸
、
竪
穴
建
物
が
あ
り
、

区
画
内
の
広
い
範
囲
で
滑
石
製
の
各
種
模
造
品
や
子
持
勾
玉
が
出
土
し
、

周
囲
の
堀
か
ら
は
多
数
の
木
製
刀
形
が
出
土
し
て
い
る
。
加
え
て
鍛
冶
関

係
の
遺
物
（
鉄
滓
）、
鋳
銅
関
係
遺
物
（
羽
口
・
坩
堝
・
銅
滓
）、
紡
織
具

（
石
製
紡
錘
車
、
木
製
機
織
り
具
）
が
出
土
し
て
い
る（
（4
（

。
こ
れ
ら
の
遺
構
・

遺
物
を
祭
式
と
い
う
視
点
か
ら
見
る
と
、
祭
祀
の
準
備
段
階
に
対
応
す
る

も
の
が
多
く
含
ま
れ
る
。
三
ツ
寺
Ⅰ
遺
跡
は
、
遺
跡
内
の
一
部
、
井
戸
や

石
敷
遺
構
の
み
で
限
定
的
に
祭
祀
を
行
な
っ
た
の
で
は
な
く
、
全
体
で
祭

祀
を
準
備
し
執
行
す
る
施
設
と
し
て
の
性
格
が
考
え
ら
れ
る
。
区
画
・
遮

蔽
さ
れ
た
内
部
で
、
金
属
製
品
や
布
帛
類
の
捧
げ
物
を
製
作
し
、
井
戸
・

石
敷
遺
構
で
取
水
し
た
「
御
膳
つ
水
」
を
使
い
食
膳
の
調
理
や
酒
の
醸
造

を
行
っ
た
。
そ
れ
ら
を
使
い
、
中
核
部
分
の
大
形
掘
立
柱
建
物
な
ど
で
祭

祀
を
執
行
す
る
。
こ
の
よ
う
な
祭
祀
の
流
れ
を
想
定
で
き
る
。

　

で
は
、こ
こ
の
祭
祀
の
対
象
は
何
か
。現
時
点
で
は
明
確
に
で
き
な
い
。

た
だ
、
古
墳
に
置
か
れ
た
囲
形
埴
輪
に
は
「
御
膳
つ
水
」
を
汲
む
機
能
が

推
定
で
き
、
五
世
紀
に
成
立
す
る
形
象
埴
輪
群
は
中
心
人
物
へ
の
供
膳
と

饗
応
と
い
う
共
通
し
た
主
題
を
表
現
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
形
象
埴
輪

群
と
の
関
係
を
考
え
る
必
要
は
あ
る
。
遺
跡
の
北
西
に
位
置
す
る
保
戸
田

古
墳
群
に
葬
ら
れ
た
死
者
・
祖
先
へ
の
供
膳
・
饗
応
の
祭
祀
と
い
う
側
面

を
視
野
に
入
れ
て
検
討
す
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
古
墳
の
形
象
埴

輪
群
の
モ
デ
ル
の
一
つ
に
三
ツ
寺
Ⅰ
遺
跡
を
推
定
で
き
る
。

　

三
ツ
寺
Ⅰ
遺
跡
の
中
核
部
は
、
六
世
紀
初
期
頃
、
榛
名
山
の
噴
火
に
よ

る
火
砕
流
で
廃
絶
す
る
。
し
か
し
、
調
査
区
の
北
端
、
第
１
張
出
の
付
け
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根
の
湧
水
点
（
湧
水
１
）
周
辺
で
は
、
遺
跡
の
中
核
部
に
先
行
す
る
時
期

か
ら
、
廃
絶
し
た
後
の
六
世
紀
以
降
、
十
世
紀
ま
で
祭
祀
に
使
用
し
た
と

考
え
ら
れ
る
多
量
の
土
器
類
が
出
土
し
た（
（4
（

。
こ
の
湧
水
点
の
周
辺
で
、
祭

祀
は
古
墳
時
代
か
ら
平
安
時
代
ま
で
継
続
し
て
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
の
祭
祀
は
、
堀
と
柵
列
・
板
塀
で
区
画
さ
れ
た
遺

跡
の
中
核
部
と
は
別
系
統
で
行
な
わ
れ
、
中
核
部
が
廃
絶
し
た
後
も
維
持

さ
れ
続
け
た
と
解
釈
で
き
る
。
こ
の
湧
水
点
周
辺
で
の
祭
祀
は
、
湧
水
と

い
う
水
源
の
働
き
に
神
を
直
観
し
祭
祀
を
行
な
っ
た
と
い
う
意
味
で
、
度

会
郡
内
で
確
認
で
き
た
水
の
神
へ
の
信
仰
と
祭
祀
に
合
致
す
る
も
の
で
あ

り
、
そ
の
祭
祀
こ
そ
地
域
の
水
利
と
直
結
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　

六
、
ま
と
め

　

本
論
文
の
結
論
は
、
以
下
の
と
お
り
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

◎�

大
嘗
祭
辰
の
日
の
節
会
で
奏
上
さ
れ
る
「
中
臣
寿
詞
」、
そ
こ
で
語
ら

れ
る
「
天
つ
水
」
の
性
格
は
、
大
嘗
祭
の
「
御
膳
つ
水
」
で
、
大
嘗
祭

に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
持
つ
御
膳
・
御
酒
と
直
接
関
係
す
る
。

◎�

大
嘗
宮
の
悠
紀
院
・
主
基
院
の
基
本
的
な
建
物
の
規
模
・
配
置
と
、
そ

れ
に
対
応
す
る
大
嘗
祭
の
祭
式
は
七
世
紀
後
半
ま
で
遡
る
可
能
性
が
高

く
、
こ
れ
と
整
合
す
る
「
中
臣
寿
詞
」
の
後
段
、
大
嘗
祭
に
関
す
る
部

分
は
成
立
当
初
ま
で
遡
る
。
ま
た
、「
天
つ
水
」
の
「
御
膳
つ
水
」
と

し
て
の
性
格
も
当
初
よ
り
一
貫
し
て
い
た
。

◎�

し
た
が
っ
て
、「
中
臣
寿
詞
」
の
後
段
は
後
に
付
加
さ
れ
た
こ
と
を
前

提
に
、「
天
つ
水
」
を
「
聖
な
る
水
」
と
し
、
天
皇
を
「
水
の
支
配
者
」

と
す
る
「
水
の
祭
儀
」
論
は
成
立
し
な
い
。

◎�

「
水
の
祭
儀
」
論
を
、
古
墳
時
代
の
豪
族
居
館
、
導
水
遺
構
、
形
象
埴

輪
な
ど
の
考
古
資
料
に
当
て
は
め
、
水
や
井
泉
を
直
接
の
祭
祀
対
象
と

想
定
し
た
り
、
水
利
と
関
連
さ
せ
た
り
す
る
「
水
の
祭
祀
」
論
も
再
検

討
が
必
要
で
あ
る
。

◎�

古
墳
時
代
の
導
水
遺
構
、
井
戸
・
導
水
施
設
を
伴
っ
た
囲
形
埴
輪
は
、

神
や
祖
へ
供
え
る
「
御
膳
つ
水
」
を
汲
む
施
設
と
い
う
意
味
づ
け
が
で

き
る
。

◎�

地
域
の
水
利
と
結
び
つ
い
た
神
観
や
祭
祀
は
、『
内
宮
儀
式
帳
』「
管
度

会
郡
神
社
行
事
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
水
源
の
山
と
河
川
、
湧
水
、

灌
漑
用
水
の
取
水
堰
な
ど
、
地
域
の
自
然
環
境
の
特
別
な
働
き
や
灌
漑

用
水
系
と
直
接
関
連
し
て
い
た
。

　

古
代
の
水
に
対
す
る
信
仰
と
祭
祀
は
、二
系
統
で
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

一
つ
は
神
や
貴
人
の
飲
料
水
の
系
統
、
も
う
一
つ
は
地
域
の
灌
漑
用
水
の

系
統
で
あ
る
。
飲
料
水
の
系
統
は
、
今
回
、
検
討
し
た
「
御
膳
つ
水
」
が

該
当
す
る
。
こ
の
他
、『
古
風
土
記
』
は
、
倭
武
天
皇
な
ど
の
貴
人
の
飲
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料
水
の
井
戸
を
、
占
っ
て
掘
る
説
話
を
複
数
載
せ
て
い
る（

（4
（

。「
中
臣
寿
詞
」

「
天
つ
水
」
の
「
天
の
八
井
」、
大
嘗
祭
の
「
御
水
」
の
「
御
井
」
と
同
様

で
あ
る
。
こ
の
系
統
で
は
飲
料
水
の
水
質
が
問
題
と
な
る
。
清
浄
で
美
味

し
い
良
質
な
水
を
得
る
上
で
、
神
意
を
判
定
す
る
卜
定
の
手
続
き
は
大
き

な
意
味
を
持
ち
、
井
戸
や
導
水
遺
構
を
区
画
・
遮
蔽
す
る
こ
と
は
、
清
浄

性
を
確
保
し
飲
料
水
の
水
質
を
維
持
す
る
た
め
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で

得
ら
れ
る
水
は
、
神
や
貴
人
の
た
め
の
飲
料
水
「
御
膳
つ
水
」
な
の
で
あ

る（
（4
（

。

　

一
方
、
灌
漑
用
水
の
系
統
で
は
、
豊
富
な
用
水
を
安
定
的
に
供
給
す
る

自
然
の
働
き
が
問
題
と
な
る
。
灌
漑
用
水
に
関
わ
る
神
は
、
こ
の
自
然
環

境
の
働
き
と
直
結
す
る
。
こ
れ
に
は
『
延
喜
式
』
祝
詞
の
祈
年
祭
と
大
忌

祭
の
祝
詞
に
登
場
す
る
「
水
分
に
坐
す
皇
神
」「
山
の
口
に
坐
す
皇
神
」

が
相
当
す
る（
（4
（

。
こ
の
神
々
は
、
水
源
の
山
嶺
で
水
を
分
配
し
、
山
麓
で
水

を
平
野
へ
と
押
し
流
す
働
き
を
示
す
。『
内
宮
儀
式
帳
』
で
伊
勢
国
度
会

郡
の
山
や
河
川
と
結
び
つ
い
て
信
仰
さ
れ
た
神
々
も
同
様
で
あ
る
。
地
域

の
水
利
と
祭
祀
と
の
関
係
は
、
こ
の
系
統
の
神
々
へ
の
信
仰
と
祭
祀
の
中

で
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

従
来
の
「
水
の
祭
儀
（
祭
祀
）」
論
は
、
二
系
統
の
水
へ
の
信
仰
と
祭

祀
を
一
系
統
で
考
え
て
き
た
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
水
の

信
仰
・
祭
祀
と
関
わ
る
遺
構
・
遺
跡
は
、
五
世
紀
代
に
明
確
化
し
、
同
時

に
低
地
の
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る（
（4
（

。
そ
の
歴
史
的
な
背
景
を
解
明
す
る

に
は
、
水
へ
の
信
仰
と
祭
祀
に
関
す
る
正
確
な
理
解
が
不
可
欠
だ
ろ
う
。
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野
和
己
「
推
定
第
二
次
朝
堂
院
朝
庭
地
区
（
第
一
六
九
次
）
の
調
査
」『
奈
良

国
立
文
化
財
研
究
所
年
報　

一
九
八
六
』
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
、

一
九
八
六
。

（
18
）�

上
野
邦
一
「
平
城
宮
の
大
嘗
宮
再
考
」『
建
築
史
学
』
第
二
〇
号
、
建
築
史
学
会
、

一
九
九
三
。

（
19
）�

清
水
洋
平
他
「
中
央
区
朝
堂
院
の
調
査
―
第
三
六
七
・
三
七
六
次
」『
奈
良
文
化
財

研
究
所
紀
要
』二
〇
〇
五
、独
立
行
政
法
人
文
化
財
研
究
所
奈
良
文
化
財
研
究
所
、

二
〇
〇
五
。

（
20
）�

平
城
宮
東
区
朝
堂
院
の
01
期
（
元
正
天
皇
）
大
嘗
宮
で
は
南
北
門
と
悠
紀
院
の
正

殿
と
膳
屋
、
主
基
院
の
膳
屋
跡
を
確
認
、
02
期
（
聖
武
天
皇
）
大
嘗
宮
で
は
南
北

門
と
悠
紀
院
の
正
殿
・
膳
屋
・
臼
屋
を
確
認
し
て
お
り
、
そ
の
建
物
の
規
模
と
位

置
は
一
致
す
る
。
ま
た
、
02
期
の
建
物
の
規
模
と
位
置
は
、
Ｃ
期
（
桓
武
天
皇
）

大
嘗
宮
と
一
致
す
る
。
こ
の
た
め
、
01
・
02
期
に
お
い
て
も
未
検
出
の
宮
垣
と
御

厠
を
含
め
、
Ｃ
期
と
共
通
し
た
建
物
配
置
を
推
定
で
き
る
。

　
　

�

註
18
論
文
及
び
、
笹
生　

衛
「
古
代
大
嘗
宮
の
構
造
と
起
源
―
祭
式
と
考
古
学
資

料
か
ら
考
え
る
祭
祀
の
性
格
―
」『
神
道
宗
教
』
第
二
五
四
・
二
五
五
号
「
特
集　

大
嘗
祭
」、
神
道
宗
教
学
会
、
二
〇
一
九
。

（
21
）�

青
木　

敬
「
発
掘
遺
構
か
ら
み
た
奈
良
時
代
の
大
嘗
宮
」『
日
本
古
代
の
皇
位
継

承
―
即
位
・
践
祚
・
譲
位
・
大
嘗
祭
―
』（
二
〇
一
九
年
六
月
八
日
実
施
、
國
學

院
大
學
文
化
講
演
会
）
発
表
資
料
。

（
22
）�

註
７
論
文
に
同
じ
。

（
23
）�

胡
麻
鶴
醇
之
・
西
島
一
郎
校
注
『
神
道
大
系　

神
宮
編
一　

皇
太
神
宮
儀
式
帳
・

止
由
氣
儀
式
帳
・
太
神
宮
諸
雜
事
記
』
神
道
大
系
編
纂
会
、
一
九
七
九
。

（
24
）�

笹
生　

衛
『
神
と
死
者
の
考
古
学
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
六
。

（
25
）�

笹
生　

衛
『
日
本
古
代
の
祭
祀
考
古
学
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
。

（
26
）�

虎
尾
俊
哉
編
『
註
釈
日
本
史
料　

延
喜
式　

上
』
集
英
社
、
二
〇
〇
〇
。

（
27
）�

註
25
文
献
と
同
じ
。

（
28
）�

本
居
宣
長
『
古
事
記
伝
』
七
之
巻
、『
本
居
宣
長
全
集
』
第
九
巻
、
筑
摩
書
房
、

一
九
六
八
。

（
29
）�

古
事
記
に
は
「
各
天
安
河
を
中
に
置
き
而
、
宇
気
布
時
、
天
照
大
御
神
、
先
づ
建

速
須
佐
之
男
ノ
所
佩
か
せ
る
十
拳
剱
を
乞
ひ
度
し
て
、
三
段
に
打
ち
折
り
而
、
奴

那
登
母
々
由
良
迩
、
天
之
真
名
井
に
振
り
滌
き
而
」
と
あ
り
、
天
安
川
に
接
し
て

天
の
真
名
井
が
位
置
す
る
表
現
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

�

青
木
和
夫
他
校
注
『
日
本
思
想
体
系　

古
事
記
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
二
。

（
30
）�

坂
本
太
郎
他
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系　

日
本
書
紀　

上
』
岩
波
書
店
、

一
九
六
七
。

（
31
）�

林
部　

均
他
「
奈
良
市　

大
柳
生
遺
跡
群　

第
十
二
次
（
大
柳
生
宮
ノ
前
遺
跡
・

大
柳
生
コ
ロ
ビ
遺
跡
）
発
掘
調
査
概
報
」『
奈
良
県
遺
跡
調
査
概
報　

二
〇
〇
〇

年
度
』
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
、
二
〇
〇
一
。

（
32
）�
福
田
哲
也
他
『
史
跡
宝
塚
古
墳
』
松
阪
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
五
。

（
33
）�
笹
生　

衛「
祭
祀
遺
跡
か
ら
み
た
古
代
の
出
雲
―
杵
築
大
社
成
立
の
背
景
―
」『
島

根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
研
究
論
集　

第
十
六
集　

古
代
祭
祀
と
地
域
社
会
』
島

根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
六
。

（
34
）�

中
川
経
雅
『
大
神
宮
儀
式
解　

前
篇
』
臨
川
書
店
、
一
九
七
〇
。
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（
35
）�
註
24
文
献
に
同
じ
。

（
36
）�
沖
森
卓
也
・
佐
藤
信
・
矢
嶋
泉
編
著
『
風
土
記
』
山
川
出
版
、
二
〇
一
六
。

（
37
）�
松
尾
充
晶
「
社
殿
の
成
立
過
程
と
そ
の
背
景
―
出
雲
国
―
」『
古
代
文
化
』
第

六
十
六
巻
第
三
号
、
古
代
学
協
会
、
二
〇
一
四
。

（
38
）�

川
上
昭
一
『
前
田
遺
跡
（
第
Ⅱ
調
査
区
）』
島
根
県
八
雲
村
教
育
委
員
会
、

二
〇
〇
一
。

（
39
）�

高
梨
友
子
『
館
山
市
長
須
賀
条
里
制
遺
跡
・
北
条
条
里
制
遺
跡
』（
財
）
千
葉
県

文
化
財
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
四
。

　
　

�

松
尾
充
晶
「
古
墳
時
代
の
水
利
と
祭
祀
」『
古
代
文
化
研
究
』
第
二
十
三
号
、
島

根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
五
。

（
40
）�

下
城　

正
他『
三
ツ
寺
Ⅰ
遺
跡　

古
墳
時
代
居
館
の
調
査
』群
馬
県
教
育
委
員
会
・

（
財
）
群
馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
他
、
一
九
八
八
。

（
41
）�

註
13
文
献
と
註
40
文
献
に
同
じ
。

（
42
）�

註
36
文
献
に
同
じ
。

（
43
）�『
延
喜
式
』
巻
八
の
「
祈
年
祭
祝
詞
」
で
は
座
摩
の
御
巫
は
、「
生
井
・
栄
井
・
津

長
井
」
を
祀
る
。
こ
れ
ら
の
井
戸
は
、
座
摩
の
御
巫
が
、
宅
地
の
神
々
「
阿
須
波
・

婆
比
支
」
と
と
も
に
祀
っ
て
い
る
た
め
、
宅
地
に
掘
ら
れ
飲
料
水
を
汲
む
井
戸
と

考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　
　

�

註
26
文
献
に
同
じ
。

（
44
）�

註
26
文
献
に
同
じ
。

（
45
）�

群
馬
県
の
三
ツ
寺
Ⅰ
遺
跡
の
周
辺
以
外
で
は
、
南
関
東
、
千
葉
県
内
の
小
糸
川
流

域
で
五
世
紀
代
に
河
川
周
辺
の
沖
積
平
野
で
新
た
な
集
落
が
形
成
さ
れ
、
河
口
部

で
は
大
形
前
方
後
円
墳
（
墳
丘
全
長
一
四
四
メ
ー
ト
ル
）
の
内
裏
塚
古
墳
を
核
と

す
る
内
裏
塚
古
墳
群
が
成
立
す
る
。

　
　

�

笹
生　

衛
『
神
仏
と
村
景
観
の
考
古
学
』
弘
文
堂
、
二
〇
〇
五
。


